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:トラン7nlLタ大会
●

｡ t己: HI9日(月･枕)年給2時～

:場所:2階･会議室

:対象‥小学生のal
.内容: alんCjから募集した
●

●

壬こね.1
?_QGi. 1

nlLタを侍って神鍾衰弱をしきす｡

開館時間　午前9時.-午後7時

休館日　毎週火曜日､第2金曜日

年末年始､特別整理期間

貸出1人1 0冊2週間以内(うち雑誌は5冊まで)

1団体50冊1ケ月以内(うら雑誌は25冊まで)

小俣図書館カレンダー
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※年始は1/5(木)から開館します｡

0.t7if.£霊芝I.≡:tL隙○

:　と　ま:=弓98(月･枕)
●

①70: 30-7 7:00 (キャラItシカ一見学)

:05-7 7:35 (訴捗t5し会)

ところ:①駐車場　⑧2階･ホール

ボランティア毒成講座

r子どもと本と大^の折詰J

t　壬:7月25日(水)　70:30-72:00

tころ: 2掩i･会議室

対　象:ボランティ77活動中天J3興唖を持っている方

内　容:子e:もの読書や.子ともと串を結ぶ大^の

役割についての訴話

定　員:30^(先着析)

申込み: 72月ITB (土) ht弓.直持･電話･FAXで同館へ

講師臥塘倉加代子さんです｡

(NPOrJ=っかいち子だもの手ち｣理事)
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呼尊すえ呼曹倒せ館

えほんの

よみきかせや､

かみしぼい

など☆

搬重ノ
《日時》毎週土曜日午後2時30分.-

《場所》 1階･おはなしコーナー

1月7日/おにいさん､おねえさんによるおはなし会
1月14･21 ･28日

/おはなしプ-さんによるおはなし会

働ちわ丘肋LaLiphlh J

《日時》1月26日(木)午前11時へ′'~~　ー　~　~　あかちゃんえほん

《場所》 2階･視聴覚室　　　　　　　のじかんは･毎月
第4木曜日です★

《内容》あかちゃんむけの絵本の紹介や､

手遊びなどをします♪ ･■

開館時開　午前9時～午後7時

休館E)奇遇水曜日･第2金曜Eトキ未年始.特別整理期間

骨出1人10冊2週間以内(うち雑誌は5冊まで)

_1団体50冊1ヶ月以内(うち雑誌は25冊まで)

伊勢図書館･休館日カレンダー
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※12月28日(水) ～1月4日(水)は､

年末年始のため休館です｡
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明けまして､お_吟王とうございま_す
えぴ

いせA_日ちゃんです!
今年も､様

荒IT弾ra､_
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々な催L/をiEf酉L,ております_I-

評をいた.たいてし.1重

しめての万も.この機芸
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ろしくお願いしますヾ
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壁_ DJ毒
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《日時》1月8日(日)午後1時30分～

《場所》2階昔警冨ル･リニール』鼻

近未来の地球C

ダグラス･クェイドはごく普通の建設労働者｡毎晩､火

星の夢に悩まされ､次第に｢火星に移住したい｣と思い

を募らせるが､まわりに反対される｡

そんなとき､ ≪記憶を売ります≫という､リコール社の

広告を見て､せめて火星に行った記憶だけでも欲しい､

蛋

とリコール社を訪ねる0

-何が真実で､何が夢なのか-

く日本語吹替)　　　　　　　　(上映時間　1 1 3分)

m二二　　こ　　E二二三二二二二二一　,hT L=二二二三二二二二　　E:　　EIv==_r=二二　　L Eニー二二二二二二二

*　脱会l亮hl亨れ丘i戯LaLj'hlh､ 1鍵会は､

転や込不要です｡どうぞお気軽にご禦ください｡ i
F　　　　~　　　　　　　　　　■　　　　__　　_　　　　　　　l I-　　　　　~　　　　　　　　;~　　l ._

H
｢中盤ド本尊虐｣

《8時》　2月58 (8)十級1時30合一

《堵輯》　2柁･楓聴覚曾

《対象》　為政生滅上

早

《文具》　70人(丸首噸)

《内患》　一本の泉で軌を窺ドて､一冊の小

さ/i:寺｡窺Ll1本を作L)ます.

《中込》 1月218 (上)から､

且蕗カウンター･電藷･FAXで

呼啓LZ1号虎-o



｢大河ドラマ｣

『 -2012年のNHK大河ドラマは｢平清盛｣です｡

ー今までの大河ドラマと平清盛に関する本を集めました｡

ー◎　平清盛　王朝-の挑戦　(高橋昌明/編　平凡社)

◎　平家物語絵巻　(林原美術館/編･著クレオ)

◎　ビジュアル源平1 000人　清盛､頼朝､義経-源平争乱の546人と歴史を動かした偉人たち　(世界文化社)

◎　NHK大河ドラマ大全　50作品徹底ガイド　(NHK出版)

◎　大河ドラマの50年　放送文化の中の歴史ドラマ　(鈴木嘉一/著　中央公論新社)

あさ

〔岸墓室〕　助ちゃせっ鴨ItL//タイン l●l●

/tL//タインの7しゼント臥ちJ:?との等士じゃもの点り馴1..

キューピ.,ドbt弓箭を鮎こ呈裕の嘉島ちを福え占う.I.I

ItL//タインに品什こ管主t総のもらえる等を崇めさした｡

★　士tうRFあまん手ヨコt}い士ん(ジジ･ピコ/文ジョス･ゴ77･ン/絵いしづちひろ-/iR,
㌔

★　チョコし-タひ助(もとしたいづ31/文樋上公案子/絵教育面劇)

:三豊三警tt.iiz:r:株式会社ユ補集工房/編J(芸禦醜★スYコケ章の7しゼント計声　　　　　　　　　　　-,･ -･可,-　　　　:

(-正幹/作酬かす訴/原画-義範華甲甲丁監修高橋信也/作画･m刊)
'/i T

★恋のキューピ,J<･トキ(7.オ十･タンIt-/作露久保由東手芸東洋鮎榊/揺?L.-ペIL館)
も

㌔/｣

〔ヤングアダルト〕　　今年は辰年　～龍ってこんな生きもの～

置きものの龍が動き出す物語『龍のすむ家』や､やまんばのむすめと龍の絵本など､

辰年にちなんで龍の出てくる本を紹介します｡

【一般書】

●　ドラコン　飼い方育て方

(ジョン'トプセル/著ジョ~ゼフ準と蓋讐l､､タン'マロー,,,Jll'

●　五龍世界(ウ-ロンワールド)霧廟Iご歌ず酷(壁#=nカコ/

【児童書】　　　　　よよ

●　まゆとりゅう　(富安陽子/支　障矢なな/絵　福音館書店)

●　龍のすむ家　(クリス･タレ-シー/著　≡辺律子/訳　竹書房)-

脚′

〔ヤングアダルトLと.は¶

㍉一1-I:=i=三一二
を紹介しています｡

●　のんきなりゅう　(ケネス･クレアム/作　インガ･ムーア/絵　ヰりl庁･尋/訳　徳間書店)　　　iL¶こふ

栄枯盛衰は世の常-｡

平安時代末期､龍が矢に駈け昇る勢いの如く､単車を掴んだ武士(もののふ)がし

飛龍在天　　　　　　　奮

千年の都､京恥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　威豪速

華麗な射手が腕を娩う三十三間堂の｢通し矢｣は､新春を告げる京都の風物詩である｡

i:: :I -=､三幸三
一　fL･)たせ･l I,: II : -'t妄'-I:

規模は当時の三十三間堂は､平安末期､後白河法皇の勅願により平忠盛､清盛が建立した天台宗の寺院で 亨,
平家の勢いを物語る｡清盛はこの3年後､骨族として最高の位､太政大臣にまで上り詰めた｡

朝廷や骨族の対立が混迷を深めた時代､骨族社会に大きな棟を打ち込んだ平清盛は､我が国最初の｢芸阜ノせ
くさぴ

(武士の時代)｣の到来を位置づけ､ 700年の礎を築いたのである｡

平清盛の一門は､平家の中でも伊勢国に本拠を置く伊勢平氏主流の流れを汲み､伊勢との関わりは深い｡
これひL-,

伊勢平氏は伊勢守となった平維衝から始まる｡

/葡@#倉の虜のpt,諸行磨夢の夢.bク0着.各gf身のfJiの色,盛者必虜の屠tあら11すo

おごカi人占ALからプ1密着の夜の夢のごとLo ･･･J　　　　　(ヂ家%藷　者第-　痢@務舎)

平氏一門の盛衰を描いた平家物語o清盛の父､平忠盛が､三十六歳で初めて内裏の清涼殿｢殿上の間｣へ

昇ることを許された､天象二年(1132年)から語り起こしている｡

r,忠盛衛静の3/=斉11めけカ.ば､人ク妙子tかへで, r伊勢ヂ氏IJすがめZi.クlブタJどぞ11や3カlブio ･･･J

(ji家'%#　孝多一　腰1/軌,jf)

骨族たちは殿上人となった忠盛を妬み､失脚させようと数々の泉略を練るが､彼がいかに機転を利かせて

乗り越えたかが物語の中で語られていく｡

外宮参道に｢清盛楠｣と呼ばれる樹齢800年以上の楠がある｡平清盛は勅使.として三度､神官に参向しているが､

その時この木の枚が嵐に触り､怒った清盛が枚を伐り払わせたという逸話により名が付けられたという｡

また｢清盛堤｣は､清盛がこの地域を水害から守るため､治各年開(1117--1181年)に筑いたと伝えられる｡

堤を筑くときに清盛の屯所に張られた幕張の松の位置を示す標柱が今も残っている｡

r入遅番G､一元好摩を､ /i/a(.ご=･;のブろ/∫/ござク,紛b^LEbb4/=1.. #のぞLクt i/Jばからず､

人の脅tEかへクcSず､ 6,厚着の夢tのdSL.静へクoJ　　　　　　　　　　　　　作家物語　巻第-　枚王)

大下を掌中に握った清盛であるが､ ｢騎る平家久しからず｣の如く､自らの奔りによって､平家を滅亡へど

導いていった｡

r#の中/ご武者お=クで､彦康jf患　い/十左■ろぬ冴粛L､ブろ磨き人の虎ぬる慶JW(彩L､

i=とど石窟Z'ぬ屠左.ク､ごIiq草の争b4ぞやJ　　　　　　　　　　　　　　　　　(開音集)

同じ時代を生きた西行が､戦乱の世を嘆き､神官の神威のもと､最も平鹿な伊勢の地に庵を構えたのは､

治承四年(1180年)､平清盛､福原遷都の境である｡

そして清盛の免は､ひとつの時代に象を下ろすことになる｡

伊勢市山里深い矢特町菖蒲は､平家の里とよばれる｡平清盛の四男如盛が､平家の再興を願い､伊勢に隠れ

住んだ｢落人伝説｣の地である｡知盛山久晶寺は平知盛の菩提寺で､本堂裏の五輪の塔と､数多く並ぶ古碑は､

知盛と平家一門の基だといわれている｡

矢歴二年(1185年)､京の都を大地震が襲う｡

その百日余り以前に壇の浦で滅亡した平家一門の棟梁､平清盛の怨霊が嵐になって舞い降り､この惨禍を

起こしたと人々が噂したと､慈円は愚管抄で書き残している｡

三十三間堂の千体の観音像-､拝観後には無限の慈悲に包まれる｡

間に溶け込む黄金をまとう観音像たちには､必ず会いたい人と似た顔があるという｡

喧尊のなかで耳をそばだてれば､平安の今様をうたう声が鯛こえてくるかもしれない-o

◆新編日本古典史学全集　45　平家物語を第--巻第六　(一昔貞次/校注･訳　小学館　918/シ/45)

◆伊勢市史　第二を　やせ編　(伊勢市/鴇　伊勢市　L243/イ/2)


